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「情報誌ぱど」静岡版全域・千葉臨海版の一部の休刊及び 

管轄営業所の閉所に関するお知らせ  

 

 当社は、平成 19 年５月 25 日開催の取締役会において、平成 19 年６月 30 日をもって、下記の

とおり「情報誌ぱど」静岡版全域・千葉臨海版の一部の休刊及び管轄する静岡営業所・千葉営

業所の閉所を決議しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．「情報誌ぱど」静岡版全域・千葉臨海版の一部の休刊及び管轄営業所閉所の理由 

 当社は、1987 年に「情報誌ぱど」を創刊して以来、発行エリアの拡大を続けてまいりまし

た。おかげさまで、ぱどグループ全体の総発行部数においては、ギネスワールドレコーズに

世界 No.1 として登録され、平成 19 年３月末現在の総発行部数は、12,593,000 部になりまし

た。しかしながら、近年のインターネット広告の台頭、フリーペーパー市場の競争激化など

により、当社を取り巻く環境が厳しくなり、昨年度は、誠に遺憾ながら４期ぶりに最終損益

において赤字転落となってしまいました。今期の計画達成を確実にするため、既存エリアの

見直しを行い、事業効率の悪いエリアの休刊及び営業所の閉所を行うことが必要であるとの

経営判断に至りました。 

 今後は、好調な発行エリアへの人員配置、利益率の高い Web・モバイル商品の強化など経営

資源の再配置を進め、早期の業績回復を目指す所存でございます。また、全国的なぱど発行

インフラ網の構築は継続して行ってまいります。 

 

２．休刊するエリア 

 静岡版：３エリア 170,000 部 

  （葵区エリア、駿河区エリア、清水区エリア） 

 千葉臨海版：４エリア 231,000 部 

  （習志野北エリア、津田沼・幕張エリア、稲毛・美浜エリア、千葉・市原エリア） 

※千葉臨海版の浦安・行徳エリア（59,000 部）、市川エリア（58,000 部）、船橋エリア（52,000

部）は継続して発行してまいります。 



３．閉所する営業所 

 静岡営業所 

  住所：〒420-0054 静岡県静岡市葵区南安倍１-３-10 大成住宅ビル３F 

  従業員数：正社員 10 名、契約社員：６名（※５月現在） 

 

 千葉営業所 

  住所：〒261-0023 千葉県美浜区中瀬１-３ 幕張テクノガーデン D棟 11F 

  従業員数：正社員 20 名、契約社員：４名（※５月現在） 

 

４．日程 

 平成 19 年５月 25 日   取締役会決議 

 平成 19 年６月 30 日   「情報誌ぱど」静岡版全域・千葉臨海版の一部の休刊 

             静岡営業所・千葉営業所の閉所 

（※静岡版及び千葉臨海版の休刊対象エリアの発行は、平成 19 年６月 22 日号をもって最終

号となります。） 

 

５．収益に与える影響 

 本件による平成 20 年３月期の売上高に与える影響は連結･単体とも約 350 百万円の減収要

因となりますが、他の発行エリアへの人員および経営資源の再配置による増収が見込めるた

め、平成 19 年５月 11 日発表の平成 20 年３月期の連結業績予想及び個別業績予想については

達成可能と判断しております。経常利益に与える影響は約 20 百万円の増益要因となります。

しかしながら、５月の速報値をもとに通期（中間）予想の見直しを行った結果、平成 19 年５

月 11 日に発表いたしました平成 20 年３月期の連結業績予想及び個別業績予想に対して本日

までに判明しました変動分と本件による増益分がほぼ相殺される見込みであります。 

以上 


